
 

第 13 期(2026 年度) 事業計画 

 

１. 活動の方針 

2026 年度は、これまでの活動を踏まえ、協議会の強みである全国ネットワークを基盤に、

人的・財政的負担に配慮した無理のない運営体制へ見直しを行う。あわせて、会員が認定更

新を継続できる環境づくりの一環として、研究会の設立準備を進める。 

 

 

２. 理事会・総会等 

（１） 理事会の開催 

 年 3 回予定（5 月、10 月、3 月） 

 法人運営の重要事項審議 

（２） 定時総会の開催 

 開催時期：2026 年 6 月 

 主な内容：前年度事業報告、決算報告、役員選任 など 

 

 

３. 主な事業内容 

（１） 自己研鑽活動 

訪問看護認定看護師および在宅ケア認定看護師としての知識・実践力の向上を図ると

ともに、会員間の交流を通じてネットワークの維持・活性化に寄与する活動を実施する。 

1） ブロック活動 

① 南関東ブロック 看取りを考える会 4 回実施予定 

② 東海北陸ブロック 交流会開催予定 

③ 近畿ブロック  訪問看護師向け在宅看取り教育プログラム（PENUT）開催

予定 

④ 中四国ブロック 交流会開催予定 

⑤ 九州ブロック  交流会開催予定 

2） 総会同時開催研修会・交流会 

① 総会同時開催研修会 

 開催時期：2026 年 6 月（総会同日） 

 開催方法：オンライン（Zoom） 

② 交流会 2026 

 開催時期：2026 年 11 月 

 開催方法：オンライン（Zoom） 

 



 

3） 研究会の設立 

会員の認定更新支援および自己研鑽の機会確保を目的として、研究会の設立に向けた

準備を行う。研究会は、発表および学びの共有の場としての機能に加え、会員の発表ス

キル向上につながる場となるよう検討を進め、参加しやすい運営を目指す。 

なお、2026 年度は準備期間とし、2027 年度からの本格稼働を目指す。 

 

（２） 地域貢献活動 

自身の経験を活かし、訪問看護認定看護師および在宅ケア認定看護師が社会資源とし

て機能することを目的とした活動を実施する。 

4） 訪問看護ステーションの BCP 作成支援 

BCP 作成の現状に対し認定看護師として何ができるのかを考え、活動を通じて訪問看

護ステーションの質の向上が図れるよう企画・実行する。（会員より 5 名選出） 

5） 報酬改定に向けた活動 

次の報酬改定に向け、前年度に検討したテーマに沿った協議会会員への調査及び意見

書の作成を行う。（会員より 5 名選出） 

6） メール相談活動 

ホームページに設置した相談受付フォームを活用し、全国の訪問看護従事者に対し、訪

問看護に関する相談対応を行う。（理事にて対応） 

 

（３） 組織力強化 

協議会の運営を行うとともに、会員への情報共有および対外的な情報発信を通じて、活

動の周知と入会促進を図る。 

7） ホームページや Facebook による情報発信、その他 PR 

ホームページやFacebookによる外部への情報発信を継続して協議会の活動の周知を図

るとともに、入会促進につなげる。また、会員向けメールによる内部への情報共有も、

継続する。 

 


